
◆

ば
ん
ど
う
文
芸
◆

短
歌
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

皆
さ
ん
か
ら
の
短
歌
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
投
稿
さ
れ
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
選
者
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

俳
句
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
面
の
間
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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今
井
　
　
清
　
選

短 

歌

漠
然
と
日
め
ぐ
り
来
る
と
思
い
け
り
兄
の
旅
立
ち
考
え
も
せ
ず�
�

　
平
八
新
田
　
吉
岡
　
　
耿

長
寿
な
り
き
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
の
ベ
ラ
フ
ォ
ン
テ
「
イ
デ
デ
イ
デ
デ
」
の
ハ
リ
ー
よ
さ
ら
ば�

�

　
岩
　
井
　
倉
持
　
　
芳

コ
ロ
ナ
禍
も
下
火
と
な
り
て
四
年
振
り
九
七
の
姉
を
ハ
グ
す
る�

�

　
岩
　
井
　
五
十
嵐
三
男

老
妻
と
他
愛
の
な
い
こ
と
話
す
う
ち
感
謝
あ
る
の
み
息
子
の
妻
に�

�

　
菅
　
谷
　
根
芝
　
貞
夫

「
只
今
」
の
声
が
し
て
帰
省
の
男
孫
百
日
草
を
仏
に
供
う�

�

　
　
み
む
ら
　
倉
持
　
一
枝

赤
と
黄
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
に
糸
印
す
秋
に
友
へ
の
球
根
掘
る
に�

�

　
　
駒
　
跿
　
内
海
　
妙
子

先
輩
は
米
寿
過
ぎ
し
も
ト
ラ
ク
タ
ー
に
手
を
挙
げ
な
が
ら
颯
爽
と
行
く�

�

　
長
　
谷
　
荒
井
　
　
勝

降
る
雨
に
打
た
れ
て
咲
き
し
紫
陽
花
も
地
の
面
に
触
れ
て
う
つ
む
き
し
ま
ゝ�

�

　
小
　
山
　
荒
川
き
み
子

軒
先
に
夫
植
え
呉
れ
し
き
ゅ
う
り
苗
今
朝
は
一
本
収
穫
し
た
り�

�

　
山
　
　
栗
原
ヤ
ヱ
子

初
夏
な
の
に
猛
暑
の
迫
る
こ
の
年
も
体
さ
ま
し
て
仕
事
に
励
む�

�

　
長
　
谷
　
後
藤
　
　
守

静
か
な
る
久
慈
の
流
れ
に
竹
の
堰
生
ま
れ
る
調
べ
は
終
章
知
ら
ず�

�

　
小
　
山
　
間
中
満
喜
子

藤
棚
の
ベ
ン
チ
に
姦
か
し
まし
バ
バ
三み
た
り人
主
の
淹
れ
く
る
お
茶
に
恐
縮�

�

　
　
　
　
　
辺
　
田
　
中
田
　
秀
子

幼
な
友
訪
ね
来
た
り
て
躊た
め
ら躇

わ
ず
「
ち
ゃ
ん
」
に
て
呼
び
合
う
卒
寿
の
燥
ぐ�

�

　
沓
　
掛
　
木
村
　
愛
子

【
評
】
一
首
目
、
毎
日
、
漠
然
と
生
活
し
て
い
る
中
で
、
兄
の
突
然
の
訃
報
が
あ
っ
た
と
い
う
表

現
の
内
側
に
は
、
遠
く
離
れ
住
む
兄
と
の
交
流
の
少
な
さ
を
寂
し
む
心
情
が
あ
ろ
う
。
二
首
目
、

初
句
と
結
句
以
外
は
、
歌
手
の
名
と
歌
詞
が
並
ん
で
い
る
。
一
世
を
風
靡
し
た
こ
の
歌
詞
は
選
者

に
も
印
象
深
い
。
三
首
目
、
作
者
の
言
い
た
い
こ
と
を
ず
ば
り
歌
に
し
て
い
る
。
短
歌
と
は
こ
う

あ
る
べ
き
だ
。
十
一
首
目
、
ア
ユ
の
簗
場
の
冷
涼
な
情
景
。
結
句
は
や
や
気
障
に
も
感
じ
る
が
、

し
ば
し
そ
こ
に
佇
む
時
間
の
長
さ
を
上
手
く
表
現
し
た
。
十
二
首
目
、
友
の
家
を
訪
ね
お
喋
り
を

楽
し
ん
だ
結
構
な
生
活
の
一
断
面
。「
藤
棚
の
」
初
句
が
季
節
感
や
お
だ
や
か
な
雰
囲
気
の
色
彩

感
を
表
し
効
果
的
で
あ
る
。
十
三
首
目
、
九
十
歳
の
喜
び
が
読
者
を
も
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
る
。

　市では、年齢の節目を迎えられる方に、敬老祝金や顕彰状などを贈呈いたします。９月に
民生委員さんのご協力をいただき、ご自宅へお届けいたします。

※いずれも８月１日現在、市内に住所を有する方のみ対象となります。
　なお、１００歳（百寿）を迎える方には、ほう状を市職員がお誕生日にお届けいたします。
　（大正１２年４月２日～大正１３年４月１日生まれの方）

　市では、長年地域社会に貢献されている高齢者の皆様の
ご長寿をお祝いするため、敬老会を開催いたします。今年度
は、次のとおり２会場で開催いたします。

期　日　９月１８日（月・敬老の日）※出席会場・時間を記載した案内状を後日お届けいたします。　
会　場　

対象者　�７５歳以上の方（昭和２４年４月１日以前にお生まれの方） 
※�８月下旬から９月上旬に、市職員が案内状とお祝品をご自宅にお届けいたします。 

その際に敬老会当日の出欠を確認させていただきます。
内　容　式典・アトラクション・おたのしみ抽選会　など

問介護福祉課　 0297（21）2193

おめでとうございます　おめでとうございます　敬老祝金・顕彰状 贈呈のご案内敬老祝金・顕彰状 贈呈のご案内

９９歳（白寿） 大正１３年４月２日～大正１４年４月１日生 祝金５０，０００円

８８歳（米寿） 昭和１０年４月２日～昭和１１年４月１日生 祝金３０，０００円　顕彰状

７７歳（喜寿） 昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日生 祝金１０,０００円

お住まいの小学校区 開催時間 会　　場
弓馬田、長須、七重、七郷、中川 午前の部

総合体育館（岩井３０８６番地）
岩井第一、岩井第二、飯島、神大実 午後の部
生子菅、逆井山、沓掛、内野山 午前のみ 猿島体育館（山２７２４番地）

※ご注意 �• マスクの着用については個人の判断に委ねられますが、会場内の混雑した場所においてはマスクの着用を推奨いたします。 
• 会場内への食べ物の持ち込みはお控えください。 
• 天候などによっては、開催を中止する場合もございます。 
• 敬老会当日は混雑が予想されるため、ご来場の際は乗り合わせなどご協力をお願いいたします。

敬老会のご案内敬老会のご案内
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